
製造現場の生産性向上を実現する IoT／デー

タ分析ソリューション WellLine の事業化 
Launch of IoT Data Analytics Solution "WellLine" Capable of Manufacturers' Productivity 
Improvement
  (株)日立ソリューションズ東日本(HSE)の IoT 活用・アナリティクスによる

生産性向上ソリューションを標準化した「WellLine」を開発した。WellLine は

汎用 IoT デバイスを用いた稼動データの収集や稼動状況の可視化，特徴的なマ

ンマシンチャートによる非稼動要因分析を提供し，製造現場の生産性向上を支

援する。WellLine は製造業の IoT データの蓄積・分析基盤となる。当社のアナ

リティクスおよび SCM ソリューションとの連携を通した機能強化とともに，

日立グループ内外の製品・ソリューションとの連携も推進する。WellLine を今

後も製造業の生産性向上を支援するソリューションの基盤として成長させ，事

業拡大に貢献していく。 
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1.はじめに 
製造業の主要な生産性指標に稼働率がある。稼働率は，

生産能力(定時の操業時間)に対する実稼働時間の割合で

あるが，現場主体の改善をより意識した，実稼働時間に

対する実生産時間の割合を示す「可動率(べき動率)」とい

う指標が着目されている 1)。多様化と競争激化する市場

の中で稼働率を向上させる施策によって，工場やライン

の統合が行われた結果，複雑なプロセスに対応する必要

が生じる場合もある。多様化する製造プロセスに対応す

るためには，設備の監視や調整，段取り替えでの設定変

更など，人による対応が必要な場合が多い。 
可動率を向上させるには設備が警告や異常で停止して

いる時間，また段取り替えを行っている時間など，実生

産に寄与しない非稼働要因を最小にする必要がある 2)。 
製造現場の課題解決に向けた取り組みを通じて，製造

業での IoT の導入が進んでいる。大企業は IoT 導入に向

けて積極的に投資しており，大手 IT ベンダや設備・装置

のメーカーと連携し，自社の製造現場に合わせた仕組み

を構築している。 
しかし，多くの中堅中小企業では，大企業ほど IoT 導

入が進んでいない。中堅中小製造業で行っている中品種

中量生産では，複数製品を兼用ラインで段取り替え生産

を行っており， 設備の稼動に作業者が介在している。こ

のため，中堅中小企業が IoT を導入して生産性を向上す

るには，設備だけではなく作業者の作業実績も含めた稼

動データの取得が不可欠である。また，中堅中小企業は

大企業と比較して，IoT に大規模な投資を行うことが難

しい。さらに蓄積したデータを分析可能な人材・ノウハ

ウも少なく，データの活用が困難なケースも多い。一方，

近年，低コストかつ少ない手間で設備や人の稼動実績を

取得する IoT デバイス製品が提供されている。そこで

HSE が保有するデータ分析技術やノウハウを標準化し，

IoT デバイス製品を組み合わせることで，中堅中小の製

造業をターゲットとしたソリューションが実現できると

考えた。この考えに基づき製造業の IoT 導入の容易化と

現場課題の生産性向上の支援を目的として，製造業向け

生産性向上 IoT データ分析パッケージ製品 WellLine を

開発した。 
2. WellLine コンセプト 

WellLine の開発コンセプトを下記に示す。 
・設備と作業者の稼動実績データを取得・蓄積し，可視

化・分析ができること。 
・初期導入のコストと手間を低減し，スモールスタート

可能とすること 
  さらに，機械学習・AI 技術を用いた設備故障などの予

兆検知機能や，SynPLA 等の HSE の得意分野である生
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産計画系ソリューションと連携した計画と実績の差異分

析などの機能を提供し，製造現場の生産性向上を高度に

支援するソリューションをめざしている。 
  
3.WellLine の機能と構成 
3.1 主要な機能 

WellLine は，導入が容易，リアルタイムでの稼動・作

業状況の可視化，設備の稼動と作業者の作業実績から課

題抽出を支援する人・設備チャート，設備と作業者の稼

動分析の 4 つの主要な機能を持つ。 
(1)中堅中小の製造業で導入が容易 
  WellLine は，データを蓄積するデータレイクと可視

化・分析画面を Microsoft のクラウドサービスである

Azure および PowerBI 上に構築している。このため，顧

客は導入時にデータベースサーバやアプリケーションサ

ーバ等の稼動環境を構築する必要がない。 
 また，WellLine は稼動実績を取得する標準デバイスと

して，設備稼動データを取得する(株 )パトライトの

AirGRID3)と，作業者の作業と位置のデータを取得する

(株)日立ソリューションズのサイコロ型デバイス 4)をサ

ポートする(図 1)。 

  このように，WellLine は運用環境をクラウドサービス

とした上で，汎用デバイスと連携することによって，環

境構築と導入コストの両面で顧客導入に対するハードル

を低減している。 

 
図 1 WellLine 標準デバイス 

 
(2)リアルタイムの稼働・作業状況の可視化 
製造現場における設備の稼働状況の把握や迅速な保守作

業の実施を目的とし，設備の稼働状況等をリアルタイム

で表示するアンドン画面(図 2)を提供する。 
アンドン画面には，フロアマップ上に監視する設備の

稼働状況を表示する。稼動状況には設備で行われている

作業名の他，設備のステータス，作業者，作業者が実施

している作業を表示する。従来は設備の稼働状況を把握

するには設置場所に移動する必要があったが，本画面上

でフロア内の設備の状況を容易に把握できる。 

 
図 2 アンドン画面 

 
(3)人・設備チャート 
中品種中量生産において生産性を低下させる非稼動要

因を特定するには，設備の稼動実績とその設備を操作し

た作業者の作業実績も組み合わせて分析する必要がある。

例えば，設備の停止時間の妥当性の検証には停止から再

稼動までの間に作業者が実施した作業などの情報が必要

である。この場合，設備の停止時間と実際の修理時間や

作業者の位置を並べて比較することにより，停止時間の

妥当性などの非稼動要因の分析ができる。そこで，

WellLine では上述の分析を支援するため，設備稼働実績

と作業者の作業や位置を時系列のガントチャート形式で

表示する人・設備チャート画面を提供する(図 3)。 

 
図 3 人・設備チャート 

 
(4)設備・作業者の稼動分析 
設備ごとあるいは作業者ごとの稼動状況を可視化し，

分析するための，稼動分析画面を提供する(図 4)。稼動分

析画面では，ある期間での設備の稼動・停止時間の確認

や，作業ごとの平均の作業時間，設備ごとの停止原因と

その割合など，稼動分析に必要な情報を確認できる。こ
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(4)設備・作業者の稼動分析 
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図 4 設備稼働分析画面 

 

3.2 アーキテクチャ 
WellLine のアーキテクチャを図 5 に示す。WellLine

は下記 5 つのモジュールで構成されている。 
(1)IoT デバイス 
  WellLine が標準でサポートする IoT デバイスである。

初期バージョンでは，設備の稼動状況を取得する

AirGrid と作業者の作業と位置のデータを取得するサイ

コロ型デバイスをサポートする。 
(2)エッジモジュール 
  WellLine 標準 IoT デバイスが収集したデータを(3)デ
ータ処理モジュールに送るためのデータ転送モジュール

である。IoT デバイスごとに異なっているデータ取得方

法を本モジュールが隠蔽する。WellLine では連携する

IoT デバイスごとの転送モジュールを開発することで複

数のデバイスに対応可能である。 
(3)データ処理モジュール 
  エッジから転送されたデータを受け取り，WellLine 標

準フォーマットに変換してデータベースに保存する。本 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

モジュールはデータベースや処理ロジックを Microsoft
社の Azure 上に構築する。顧客は独自サーバの準備は不

要で，初期投資や運用コストを削減できる利点がある。 
(4)UI モジュール 
  アンドンや人・設備チャート，設備や作業者の稼動実

績を表示する。本モジュールは Microsoft の PaaS であ

る Power BI と PowerApps8)上に構築する。HSE のデー

タ分析の知見を取り込んだ可視化・分析画面を提供する

とともに，セルフサービス BI5)としてユーザ自身が独自

の可視化・分析画面を構築することも可能である。 
(5)予兆検知モジュール 

HSE の機械学習のノウハウを活用し，今後のエンハン

スで提供を計画しているモジュールである。 
 
4.今後の事業展開 
4.1 エンハンス計画 
  WellLine は IoT を活用して生産性向上に取り組む製

造業を支援する機能を追加し，提供価値の向上と適用範

囲の拡大を進める計画である。 
(1)予兆検知機能の提供 
  設備故障や不良品発生の予兆検知を行う。WellLine に

蓄積されたデータを用いて予兆検知モデルを学習し，リ

アルタイムの予兆検知を行う。予兆は前述のアンドン画

面に表示し，設備のメンテナンス作業を支援する。 
(2)生産計画パッケージとの連携 
製造現場の生産性向上には，生産計画と WellLine が

収集した稼動実績データを比較して分析する機能が有用

である。このため，WellLine で生産計画に紐付いた作業

実績を収集する仕組みと可視化機能を提供する。 
(3)IoT デバイスのサポート拡大 
顧客の生産設備や環境，取得したいデータなどにあわ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5 WellLine のアーキテクチャ 

© Hitachi Solutions East Japan, Ltd. 2019. All rights reserved.

WellLineのシステム構成
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せて柔軟に WellLine を導入できることが重要である。

このため，WellLine が標準でサポートする IoT デバイ

スを拡大していく。現在は(株)日立ソリューションズテ

クノロジの IoT エッジゲートウェイ VCIMBox 6)との連 
携を目指している。さらにその他の IoT デバイスや作業

実績管理アプリなどとの連携を進めていく。 
 
4.2 事業拡大施策 
(1)データ分析ソリューションの拡大 

WellLine を導入するとユーザ企業に製造現場の稼動

データを蓄積する仕組みが整う。HSE は日立認定デー

タ・アナリティクス・マイスターをはじめとする高度な

データ分析を提供可能な体制を持つ。WellLine の導入を

基点に，データ分析ソリューションの提案を進め，事業

を拡大していく。さらに，その過程で得た知見をフィー

ドバックし，WellLine の機能強化を図っていく。 
(2)製造業向けソリューションとの連携 

HSE は，製造業の現場向けのソリューションを提供し

ており，サプライチェーンマネジメント(SCM)の計画系

(SCP)分野に力を入れてきた。一方，アナリティクス分野

については，設備故障や品質の予兆をテーマにした生産

技術など技術・研究部門向けのソリューションが多く，

製造の現場での接点が薄く相乗効果が生まれにくい傾向

があった。 
WellLine は，製造現場の生産性向上を支援するソリュ

ーションであり，従来以上に SCP 分野との距離が近い。

例えば，SynPLA の既存ユーザへの更なる改善として

WellLine を提案するなど，既存顧客への提案機会を増や

すことも可能であり，相乗効果で事業規模を拡大できる。 
(3)その他 
パッケージ化することにより，リーズナブルな価格で

販売可能となり，投資に慎重な中堅中小企業への提案が

可能となる。中堅中小企業への提案にあたっては，その

分野に強い FA 商社との協業等，新たなチャネル経由の

販売も開拓していく。更に今後のエンハンスで

VCIMBox との連携など(HISOL)グループとして相互の

製品を組み合わせた提案が可能となり，グループとして

の事業拡大に寄与できるものと考える。 
 

5.おわりに 
製造現場の生産性向上の課題として設備の可動率向上

が着目されている。WellLine は設備と作業者の稼動デー

タを組み合わせた可視化・分析機能を特長とする生産性

向上支援パッケージである。クラウド上での構築や IoT
デバイス連携などの中堅中小企業への導入も容易であり，

より多くの顧客の課題解決に寄与していきたい。 
  また，WellLine は HSE のデータ分析や製造業向けの

ソリューションとの連携だけではなく，日立グループや

他社との連携も期待できる。WellLine を製造業向けの

IoT データの蓄積・分析基盤として今後も機能拡張を進

め，製造業の生産性向上を支援するソリューションとし

て成長させ，事業拡大に貢献していく所存である。 
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